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図1 第 3 時•第 4時の振り返りシートヘの記入例



























































3. 3. 5. 表現の仕方を工夫して演奏する
次に，「マンボ No.5」の特徴でもある反復の多さに
着目させることにした。これまでも一次の鑑賞で聴い
た「威風堂々 第一番」や1学期に「ボレロ」（ラヴェ
Jレ作曲）など，反復のある曲を鑑賞している。強弱を
変化させながら反復する表現の仕方に気付かせたいと
考えた。
「マンボNo.5」では，子どもたちが，アの部分に着
目して表現の工夫を考えていたので，今度は再度出て
くるアの部分に視点を当てさせた。2回目のアの部分
でさらに盛り上げるために， 2回目のアの前にあるオ
と力の部分を取り上げることにした。
本時の課題は，「アを盛り上げるためにオと力を工夫
して演奏しよ う」である。鑑賞で学んだことを思い出
すことで， 「アに向かってクレシェンドしていく」「だ
んだん盛り上がるように楽器の鳴らし方を工夫する」
「リコーダーや鍵盤ハーモニカなどは，演奏する人数
を変えて強弱をつける」等の意見が出されるのではな
いかと予想していた。しかし，実際には， 子どもたち
は2回目のアをさらに盛り上げたいという思いはあま
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りなかったようであった。「オと力の部分をだんだん強
くしていく」という意見は一人の子から出されたもの
の，全体の課題とはならず，オと力の表現を意欲的に
考えようとする子どもの姿があまり見られなかった。
4 授業の考察
①合奏をしていて行き詰まると，「CD聴いてみようよ」
という意見が出され，何度かCDを聴く場面があっ
た。楽器編成は異なるが，プロの演奏家のCDを聴
くことによって，曲の感じをつかませるだけでなく，
学びの意欲を嵩めることができたと考えられる。
②アからイの部分に入るところが何度演奏してもなか
な力哺前わなかった時，プロの演奏家によるDVDを
見てタイミングを確かめる子どもたちの姿があった。
プロの演奏家による演奏映像 (DVD) は，子ども
たちにとって合奏を創り上げていく上での参考にな
ることがわかった。 •
③始めは個人練習をしていた子もパート練習をするこ
とによって教え合いが生まれ， リーダーの子を中心
にパート内のつながりが強くなった。難しいと感じ
たのは，担当する楽器によって必要とする練習時間
が異なることであった。予想はしていたが，今回は
打楽器を担当する子どもが時間を持て余してしまっ
た。また，「パート練習→全体で合わせる」を繰り返
したので，ー曲合わせられるようになるまで単調な
授業の展開になってしまった。振り返りカードは，
子どもたちの練習の進み具合をみとる材料として活
用することができた。「ここがまだできない」と書い
ている子，自分のことだけでなく，「もっと全体でこ
こに気を付けて演奏したい」ということを書いてい
る子などがいた。（図 1)今回は，練習の進行状況を
書くことに重点を置いたが，振り返りシートが本当
に意味のあるものであるのかも含めて，これからも
っと振り返りシートの在り方について研究したいと
考える。
④この題材全体を通して，子どもたちの学びが最も深
まったと感じたのは， 自分たちの演奏を客観的に聴
いた時であった。もう完璧に演奏することができて
いると感じていた子どもたちも客観的に聴くことに
よって 「思っていたよりも揃っていない」「盛り上が
るところがない」などと感じることができた。プロ
の演奏と聴き比べる必要性を子ども自らが感じ，試
行錯誤しながら仲間と演奏する子どもの姿から，録
画して客観的に聴く活動を取り入れることは効果的
であったと言えるだろう。今回は，「本物みたいに演
奏したい」という一人の子の意見があったため，プ
ロの演奏と聴き比べることを自然に取り入れること
ができたが，聴き比べることの意義についてはこれ
からも探っていきたい。
⑤ 「オと力の部分の表現を工夫して演奏しよう」とい
う鴫を設定したが，反復の表現の仕方を工夫させ
たいという教師の思いが強く出てしまった。教師が
考える学びの筋と子どもが学びたいと考える学びの
筋が異なってしまった。何を子どもたちに学ばせた
いのかを教師自身がもっと明確にもった上で，複線
的に授業の展開を考えていく必要があると感じる。
5 成果と課題
5. 1. 成果
（ア）振り返りシートを活用することで，一人一人が
自分の演奏を振り返りながら練習)I厠字を考え，技能
を高めていくことができた。
（イ）同じ楽器を担当する仲間同士で集まってパート
練習をする場面では，パート内で音を揃えようと何
度も練習したり，分からない所は教え合ったりする
等仲間と共に学び合う姿が見られた。本題材の最
後の授業の振り返りをした時「わたしは今まであま
り友達と何か一緒にすることは好きじゃなかった
けれど，同じリコーダーの友達と一緒に練習して
上手にできるようになれたので良かった」と発言し
た子がいた。教師が指導しないとできないこともも
ちろんあるが，子ども同士で学び合うことの大切さ
を実感した。
（ウ）演奏を録画して，客観的に自分たちの演奏を聴
くことで，新たな課題が生まれ，主体的により良い
音楽を求めていこうとすることができた。
5. 2. 課題
上記のように，主体的に合奏に取り組もうとする子
どもたちの姿は見られたが， 「音を揃える」 「間違えず
に演奏する」「テンポを速くする」等への意識が強かっ
た。強弱や演奏の仕方なども工夫させたいと考え，投
げかけてはみたが，なかなか主体的に活動することが
できなかった。もっと楽曲分析する力（リズムの変化
や旋律の動き等に気付ける力）を育てていく必要があ
るのではと感じている。今後表現の工夫をして演奏
したいと子どもたち自身が思えるような器楽の活動の
在り方を探っていきたい。
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